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亰
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亰
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亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
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亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰
亰

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。こ

の
ほ
か
、
関
彰
育
成

会
、
江
崎
玲
於
奈
賞
、
つ

く
ば
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
多

方
面
で
社
会
貢
献
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
各
社
お
よ
び
社
員
に
よ

る
募
金
「
セ
キ
シ
ョ
ウ
ふ

れ
あ
い
基
金
」
で
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
生
活

支
援
金
と
し
て
、
守
谷
市

な
ど
４
市
に
合
計
２
０
０

万
円
を
寄
付
し
た
。

さ
ら
に
、
グ

ル
ー
プ
の
関
耀

会
は
つ
く
ば
市

に
認
可
保
育
園

「
み
ら
い
の
も

り
保
育
園
」
を

開
設
。
自
分
ら

し
さ
と
自
ら
伸

び
る
力
で
未
来

を
生
き
る
自
信

・
意
欲
を
育
て

る
こ
と
を
保
育

理
念
と
し
、

「
学
び
に
向
か

う
環
境
を
通

し
、
子
ど
も
た

ち
の
個
性
と
意

欲
を
育
む
」

「
豊
か
な
体
験

を
通
し
、
自
己
肯
定
感
を

育
て
る
」
「
食
べ
る
力
、

生
き
る
力
を
育
み
、
健
や

か
な
心
と
身
体
を
つ
く

る
」
「
保
護
者
や
地
域
と

連
携
し
て
、
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
」
の
４
つ
の

こ
だ
わ
り
を
大
切
に
し
運

営
し
て
い
る
。

会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
身
体
的
・
精
神
的
・
社

会
的
に
充
足
し
た
状
態
）

の
向
上
を
目
指
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

協
働
し
て
い
る
。
共
同
研

究
の
成
果
に
基
づ
い
て
、

運
動
機
能
や
社
会
的
機
能

な
ど
を
改
善
す
る
「
運
動

と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
組
み
合

し
て
い
る
「
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
タ
ジ
ア
ム
つ
く
ば
」
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
取

得
し
、
利
用
す
る
全
て
の

人
た
ち
が
常
に
夢
を
持

ち
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
挑
戦
」
す
る
気
持
ち
を

抱
き
続
け
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
込
め
、
「
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

タ
ジ
オ
」
と
名
付
け
た
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
子
供

た
ち
の
夢
を
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

さ
ら
に
、
関
彰
商
事
と

筑
波
大
学
は
、
２
０
２
０

年
６
月
に
同
大
学
ス
ポ
ー

ツ
局
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を

締
結
し
て
以
来
、
地
域
社

ジ
オ


ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｔ
」
と
し
て
、
筑
波
大
学

生
の
ア
ト
リ
エ
や
地
域
住

民
や
子
供
た
ち
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
会
場

と
し
て
提
供
。
な
か
で

も
、
「
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
体

験
」
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
を
徹
底
し
、
来

場
者
な
ら
び
に
ス
タ
ッ
フ

の
健
康
と
安
全
を
配
慮
し

な
が
ら
運
営
し
た
。

筑
波
大
学
と
は
芸
術
連

携
支
援
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ

ー
場
の
人
工
芝
工
事
で
寄

付
を
行
い
、
「
筑
波
大
学

セ
キ
シ
ョ
ウ
フ
ィ
ー
ル

ド
」
の
命
名
し
て
い
る
。

ま
た
、
つ
く
ば
市
が
所
有

も
と
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
。

つ
く
ば
本
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
「
ス
タ

創
業
１
１
４
年
を
迎
え

た
関
彰
商
事
（
茨
城
県
筑

西
市
・
つ
く
ば
市
、
関
正

樹
社
長
）
は
、
「
地
域
に

育
て
ら
れ
、
地
域
に
ご
奉

仕
す
る
」
と
い
う
理
念
の

に
し
て
発
電
効
率
を
良
く

す
る
の
か
〟
〝
施
工
コ
ス

ト
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
し

て
抑
え
ら
れ
る
の
か
〟
な

ど
、
水
車
の
羽
根
形
状
の

改
良
や
施
工
方
法
な
ど
常

に
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
研

究
を
進
め
る
と
共
に
新
規

市
場
の
開
拓
な
ど
に
取
り

組
み
、
今
後
加
速
す
る
で

あ
ろ
う
Ｃ
Ｎ
の
実
現
も
背

景
に
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る

方
向
だ
。

・
技
術
移
転
促
進
事
務
所

（
略
称
‥
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
О
東

京
事
務
所
）
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
技
術
普
及
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｓ
Ｔ
ｅ
Ｐ

Ｐ
」
に
も
登
録
さ
れ
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
東
京
事
務
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

８
月
よ
り
Ｐ
Ｒ
動
画
（
約

３
分
間
）
も
公
開
さ
れ
て

お
り
、
こ
こ
で
は
桑
原
社

長
自
ら
小
水
力
発
電
の
技

術
を
説
明
し
て
い
る
。

小
水
力
発
電
は
〝
い
か

が
あ
る
と
し

桑
原
社
長

は｢

当
社
の
小
水
力
発
電

は
ゴ
ミ
が
引
っ
か
か
ら

ず
低
落
差･

低
流
量
環
境

下
で
も
効
率
的
に
発
電
す

る
こ
と
が
可
能

そ
う
考

え
る
と
ア
フ
リ
カ
で
の
取

り
組
み
も
十
分
に
可
能
性

が
あ
る
と
思
う｣

と
話
す


こ
の
よ
う
に
小
水
力
発

電
の
技
術
、
国
内
外
で
の

取
り
組
み
等
が
評
価
さ

れ
、
７
月
に
は
国
際
連
合

工
業
開
発
機
関
東
京
投
資

ず
る
も
の
と
見
て
い
る
。

小
水
力
発
電
は
国
内
に

留
ま
ら
ず
、
海
外
展
開
も

動
き
始
め
て
い
る
。
す
で

に
欧
州
や
東
南
ア
ジ
ア
で

実
績
が
付
き
つ
つ
あ
り
、

カ
ナ
ダ
や
台
湾
で
は
特
許

も
取
得
済
み
。
台
湾
は
原

子
力
事
業
を
縮
小
し
、
脱

炭
素
化
を
加
速
さ
せ
る
方

針
に
あ
り
、
同
社
で
も
今

後
の
動
向
に
注
目
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
ア
フ
リ
カ

へ
の
取
り
組
み
も
可
能
性

は
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
と

思
う
」
と
話
す
。
こ
れ
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

的
な
考
え
で
、
昨
今
注
目

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
（
大
規
模
発
電
所

の
電
源
供
給
に
頼
ら
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
消
費

施
設
を
持
つ
こ
と
。
エ
リ

ア
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
で
あ
る
た
め
、

平
常
時
・
非
常
時
共
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
）
に
も
通

れ
た
製
品･

サ
ー
ビ
ス･

技

術･

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
の

案
件
を
表
彰
す
る
も
の
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
実

績
を
積
み
上
げ
て
お
り
、

最
近
で
は
工
業
用
排
水
を

利
用
し
た
取
り
組
み
も
動

き
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
桑

原
社
長
は
「
こ
れ
は
大
企

業
か
ら
の
引
き
合
い
に
な

る
。
大
企
業
の
多
く
は
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
た
め
、
イ
メ

ー
ジ
戦
略
の
た
め
に
も
Ｃ

Ｎ
の
実
現
や
環
境
対
応
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
小
水
力
発
電
が
注
目

さ
れ
て
い
る
」
と
期
待
は

高
ま
る
。
具
体
的
に
は
非

公
表
だ
が
、
ガ
ス
会
社
や

電
力
会
社
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
あ
る
と
い
う
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
業
関
連
に
も
注
目
し
て

お
り
｢

農
業
は
今
後
、
ド

ロ
ー
ン
の
利
用
や
ト
ラ
ク

タ
ー
の
自
動
化
な
ど
〝
ス

マ
ー
ト
農
業
〟
へ
の
流
れ

が
進
む
だ
ろ
う
。
そ
の
際

に
必
要
と
な
る
電
力
を
小

水
力
発
電
で
賄
え
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
地

域
に
お
い
て
自
然
の
力
を

使
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

プ
場
（
岡
山
県
津
山
市
）

に
お
い
て
、
津
山
市
と
Ｊ

Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
（
倉
敷

市
）
と
の
協
業
で
「
津
山

市
桑
名
エ
リ
ス
発
電
所
」

も
開
所
し
て
い
る
。

ま
た
昨
年
９
月
に
は

「
第
４
回
エ
コ
プ
ロ
ア
ワ

ー
ド｣(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経

営
推
進
機
構
主
催
）
で
優

秀
賞
も
受
賞
し
た
。
エ
コ

プ
ロ
ア
ワ
ー
ド
は
、
日
本

市
場
に
お
い
て
事
業
者
、

消
費
者
、
投
資
家
お
よ
び

市
場
関
係
者
か
ら
高
評
価

を
受
け
、
具
体
的
に
優
れ

た
環
境
配
慮
が
組
み
込
ま

だ
と
思
う
。
今
は
水
に
関

す
る
取
り
組
み
、
特
に
農

業
用
水
を
利
用
し
た
環
境

対
応
が
注
目
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
」
と
今
後
の
可
能

性
に
期
待
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
環
境
省
か

ら
「
環
境
技
術
実
証
事
業

（
Ｅ
Ｔ
Ｖ
事
業
）
」
の
実

証
番
号
を
取
得
し
た
用
水

路
（
岡
県
新
見
市
）
や
飲

食
店
庭
園
（
岡
山
市
）
、

道
の
駅(

新
庄
村)


工
業

排
水
利
用
（
滋
賀
県
野
洲

市
）
な
ど
で
常
設
・
実
証

実
験
を
行
っ
て
き
た
。
18

年
１
月
に
は
黒
木
キ
ャ
ン

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

エ
ネ
事
業
を
手
掛
け
る
つ

ば
め
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
エ
リ

ス
（
岡
山
市
、
桑
原
順
社

長
）
は
２
０
０
７
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る｢

マ
イ

ク
ロ
水
力
発
電｣(

小
水
力

発
電)

が
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
小
水
力
発
電
は

同
社
と
長
崎
大
学
、
西
日

本
流
体
技
研
（
長
崎
県
佐

世
保
市
）
と
の
共
同
開
発

に
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い

る
も
の
で
、
各
地
に
点
在

す
る
小
規
模
な
河
川
や
用

水
路
な
ど
に
設
置
し
て
、

水
流
を
使
っ
て
発
電
す
る

仕
組
み
。
低
落
差
・
低
流

量
環
境
下
で
も
効
率
的
に

発
電
で
き
、
自
然
環
境
を

破
壊
せ
ず
、
24
時
間
３
６

５
日
天
候
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
発
電
で
き
る

点
が
特
長
に
な
る
。
今
後

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
（
Ｃ
Ｎ
）
の
実
現
に
も

つ
な
が
る
技
術
と
し
て
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

桑
原
社
長
は
「
最
近
は

自
治
体
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
増
え
て
き
た
。
こ
れ

は
日
本
政
府
が
進
め
る
Ｃ

Ｎ
の
実
現
に
向
け
て
、
各

自
治
体
が
様
々
な
取
り
組

み
を
模
索
し
て
い
る
た
め

し
て
お
り
、
今
後
も
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
は
増
え
続
け
る
見
込
み
だ
。

配
置
は
臨
機
応
変

保
安
セ
ン
タ
で
は
、
保
安
業
務

資
格
者
を
含
む
常
時
４
人
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
お
り
、
２

人
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で

業
務
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
も
う

２
人
が
在
宅
で
業
務
に
対
応
。
計

18
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
昼
夜
交
替
制

で
勤
務
し
て
い
る
。
４
人
配
置
は

増
え
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
10

～
11
月
の
季
節
の
変
わ
り
目
、
翌

日
の
気
温
が
下
が
る
と
い
う
天
気

予
報
が
あ
る
と
増
員
す
る
。
ガ
ス

使
用
量
が
一
気
に
増
え
る
の
に
比

例
し
て
、
警
報
の
数
も
多
く
な
る

か
ら
だ
。
地
震
発
生
時
に
は
在
宅

の
ス
タ
ッ
フ
に
連
絡
を
入
れ
て
急

遽
、
業
務
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。＊

Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
で
は
現
在
、

警
報
に
対
す
る
一
次
対
応
で
電
話

連
絡
が
取
れ
な
い
消
費
者
に
メ
ー

ル
配
信
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
６

号
業
務
「
緊
急
時
対
応
」
の
駆
け

付
け
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
保

安
セ
ン
タ
の
活
用
メ
リ
ッ
ト
が
増

え
そ
う
だ
。

は
電
話
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ

ー
ト
や
故
障
受
付
を
行
う
２
０
０

０
人
規
模
の
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導

入
し
つ
つ
、
自
社
で
養
成
し
た
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
適
切
に
対
応
す

る
。
「
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ
と

で
本
来
な
ら
不
要
な
出
動
を
し
な

く
て
済
む
」
と
大
部
氏
は
話
す
。

セ
ン
タ
内
に
は
各
種
機
器
を
そ
ろ

え
た
検
証
ル
ー
ム
が
あ
る
。
メ
ー

タ
ー
と
通
信
機
器
と
の
連
携
挙
動

を
検
証
し
た
り
、
原
因
不
明
な
状

況
を
再
現
し
て
解
析
し
た
り
な

ど
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

警
報
・
問
い
合
わ
せ
で
の
適
切

な
対
応
は
顧
客
満
足
度
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
。
お
客
さ
ま
か
ら
の

信
頼
性
が
向
上
す
れ
ば
他
社
へ
の

移
行
防
止
も
期
待
で
き
る
。
同
社

で
は
２
年
前
か
ら
「
保
安
業
務
ノ

ウ
ハ
ウ
集
」
の
作
成
も
始
め
た
。

ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
過
去
の
経

験
を
記
録
し
た
も
の
で
、
若
い
世

代
へ
の
継
承
が
目
的
だ
。
半
年
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
集
計
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に｢

第
四
版｣

ま
で

作
成
さ
れ
て
い
る
。
若
い
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
て
日
常
業
務
で
の
〝
気

づ
き
〟
を
記
録
す
る
こ
と
を
推
奨

日
勤
務
の
負
担
が
軽
減
す
る
だ
け

で
な
く
、
各
種
手
当
て
な
ど
人
件

費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
夜
間

・
休
日
の
対
応
だ
け
受
託
す
る
例

も
あ
る
と
い
う
。

無
効
駆
け
付
け
を
削
減

保
安
セ
ン
タ
へ
の
活
用
メ
リ
ッ

ト
に
は
「
無
効
駆
け
付
け
」
の
削

減
も
指
摘
で
き
る
。
カ
ス
タ
マ
サ

ー
ビ
ス
部
長
の
大
部
正
宏
氏
に
よ

る
と
、
主
に
高
齢
者
が
「
と
に
か

く
来
て
欲
し
い
」
と
電
話
し
て
く

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
同
社
で

話
問
い
合
わ
せ
の
対
応
も
行
う
。

同
社
で
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
ご
と

に
専
用
の
受
付
番
号
を
用
意
し
て

い
る
。
一
次
対
応
や
出
動
依
頼
、

対
応
結
果
報
告
な
ど
の
流
れ
は
警

報
時
の
対
応
と
同
様
だ
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
は
保
安
セ
ン

タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
受
付
担

当
者
（
７
号
業
務
）
と
駆
け
付
け

対
応
者
（
６
号
業
務
）
の
常
時
２

人
体
制
の
配
置
が
駆
け
付
け
対
応

者
の
み
に
な
り
、
浮
い
た
人
材
を

別
業
務
に
有
効
活
用
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
社
員
の
夜
間
・
休

認
。
６
号
業
務
「
緊
急
時
対
応
」

が
必
要
か
否
か
を
迅
速
に
判
断

し
、
委
託
元
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者

に
出
動
依
頼
を
行
う
。
対
応
結
果

の
報
告
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
う
。
メ
ー

ル
で
は
な
く
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
の
は
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
業
者
の
実
務
を
踏
ま
え

た
も
の
。
メ
ー
ル
だ
と
検
索
し
て

印
刷
す
る
手
間
が
か
か
る
が
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
な
ら
そ
の
ま
ま
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
で
き
る
。

警
報
以
外
に
「
ガ
ス
の
臭
い
が

す
る
」
「
ガ
ス
の
火
が
つ
か
な

い
」
な
ど
、
消
費
者
か
ら
来
る
電

の
間
に
非
常
用
発
電
機
の
運
転
を

準
備
す
る
。
発
電
機
に
つ
い
て
は

災
害
時
に
燃
料(

軽
油)

の
優
先
供

給
を
受
け
る
契
約
を
し
て
お
り
、

停
電
が
長
期
化
し
て
も
対
応
可
能

だ
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
で

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
厳
格
な

監
査
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
入
室

に
顔
認
証
な
ど
の
３
重
チ
ェ
ッ
ク

を
設
け
て
厳
重
に
し
て
い
る
。

集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
か
ら
保
安

セ
ン
タ
に
上
が
っ
て
く
る
各
種
警

報
は
、
夏
季
で
約
１
万
５
０
０
０

件
／
月
。
冬
季
に
な
る
と
約
３
万

件
／
月
に
跳
ね
上
が
る
。
警
報

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
委
託
元

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
に
即
時
通
知

さ
れ
る
。
ど
の
警
報
を
誰
宛
に
送

る
か
は
個
別
に
設
定
可
能
。
優
先

順
位
の
指
定
に
加
え
、
曜
日
・
時

間
を
指
定
し
て
通
知
先
を
変
更
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。
技
術
開
発
部

長
の
谷
合
洋
氏
は
「
シ
ス
テ
ム
を

要
望
に
合
わ
せ
て
き
め
細
か
く
対

応
で
き
る
造
り
に
し
て
い
る
」
と

強
調
す
る
。
複
数
の
通
知
先
へ
の

送
信
も
も
ち
ろ
ん
可
能
だ
。

社
員
の
負
担
軽
減
に

長
時
間
使
用
に
よ
る
遮
断
、
漏

え
い
な
ど
の
警
報
が
あ
る
と
保
安

セ
ン
タ
で
は
一
次
対
応
と
し
て
消

費
者
に
連
絡
を
取
っ
て
状
況
を
確

Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
（
東
京
都
台

東
区
、
深
澤
充
社
長)

で
は
認
定

保
安
機
関
が
行
う
７
号
業
務
「
緊

急
時
連
絡
」
を
請
け
負
う
「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
テ
レ
コ
ン
保
安
セ
ン
タ｣(

埼
玉

県
蕨
市
）
を
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
運
営
し
て
お
り
、
現
在
、
約

65
万
件
の
消
費
者
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

安
全
を
監
視
し
て
い
る
。

大
画
面
モ
ニ
タ
を
備
え
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
が
入
る
建
物

は
、
震
度
７
級
の
地
震
に
耐
え
る

堅
牢
さ
を
誇
る
。
免
震
装
置
付
き

の
サ
ー
バ
（
デ
ー
タ
は
二
重
化)



無
停
電
電
源
装
置
や
非
常
用
発
電

機
を
備
え
、
災
害
対
策
は
万
全
。

無
停
電
電
源
装
置
は
保
安
セ
ン
タ

の
稼
働
を
３
時
間
確
保
で
き
、
そ

保
安
セ
ン
タ
建
物
外
観

新見市に常設されている小水力発電

オペレーションルーム

「緊急時連絡」サービスイメージ

筑
波
大
学
セ
キ
シ
ョ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド

スタジオ＇ＳｗｉｔｈＴ

保安センタが約65万件の安全監視
充実の設備･人材で緊急時連絡に対応

ＮＴＴテレコン

エリス

小
水
力
発
電
へ
の
期
待
高
ま
る

Ｃ
Ｎ
環
境
対
応
に
も
つ
な
が
る
技
術

関彰商事

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
社
会
に
貢
献

筑
波
大
学
セ
キ
シ
ョ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
命
名
な
ど
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